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ネットワークサロン

①京街道歴史散歩のすすめ
約2年かけて京街道を完歩した時の資
料を基にした講演会。実際に歩いた人々
の感想などをシンポジウム形式で聞き、
参加者からの質問、意見に答える。
A9/20（金）　13:30～15:30
D先着60人　
F700円（教材費300円別途）
共催：OSAKAゆめネット

②歴史探訪ウォーク
阪急淡路駅より赤川鉄橋（仮橋）を渡り、
毛馬より天満橋まで大川沿いの桜宮公
園界隈の歴史を探訪する。
A9/23（祝）　13:00～16:30
D先着24人（阪急「淡路」集合）
F500円（保険代50円別）
共催：特定非営利活動法人まちかど探検クラブ

③認知症サポーター養成講座
　認知症の方の住みよい環境作り
認知症の基礎知識などを学ぶ。
A9/29（日）　13:30～15:00
D先着24人　F500円　J
共催：NPO法人レッド・ベレーズ

④すてきな写真を写す秘訣（コツ！！）
写真制作を、撮影前・撮影・後処理の三段
階に分類して、今回は撮影前（シャッター
以前）の様々な準備の大切さを学ぶ。
A10/5（土）　13:30～15:30
D先着24人　F500円　J
共催：アゥルデジタルフォトクラブ

⑤自転車　楽しく走るには？
走行の心得について説明し、小グループ
に分かれて大阪市の中心部、中之島や

大阪城等の有名スポットを軸に走行し、
走行後意見交換を行なう。
A10/6（日）　13:30～16:30
D先着16人（大阪市役所南集合）
F500円（保険代150円別）
　　自転車
共催：おおさか自転車マップづくりの会

⑥篆刻よもやま話
篆刻の楽しさやこれから始めるための
道具などについて学ぶ。
A10/9（水）　14:00～15:30
D先着24人　F500円
共催：いちょう大学同窓会

⑦難波重源上人の史蹟
大阪で発見された瓦から検討を試みる。
A10/10（木）　14:00～15:30
D先着24人　F500円
共催：NPO法人いちょうコンソーシアム

⑧楽しく歩くためのウオーキング教室
　ウオーキングを始めてみませんか
ウオーキングの効果や続けられるウォー
キングの方法を学ぶ。
A10/11（金）　13:00～15:00
D先着24人　F500円
共催：大阪府歩け歩け協会

⑨初心者のためのデジカメ初級講座
デジカメの基本・写真の撮り方・仕上げ方
（構図・補正）などを学び、受講者の持参
する作品の講評を行なう。
A10/12（土）　13:30～15:30
D先着24人　F500円
共催：写団清朋

⑩人間関係をよくする！
　カラーコミュニケーションワークショップ
自分と他者を色彩に当てはめながら確
認し、自分の状態、他者への関わり方を
学ぶワークショップ。
A10/13（日）　13:30～15:00
D先着24人
F500円（教材費800円別）
共催：カラーヒーリング・ラボ

⑪介護サービスと
　上手につきあうために
ある日突然はじまる介護。事前に準備で
きること。今回は「ケアプラン」について
考える。
A10/19（土）　14:00～16:00
D先着24人　F500円
共催：介護の知恵の輪・大阪

⑫パソコンでオリジナルカレンダーを作ろう
インターネット上のフリー素材やデジカ
メ写真を活用してオリジナルなカレン
ダーを作る。
A10/26（土）　13:30～16:00
S文字入力・マウスの基本操作ができ
る人　D先着24人　F1,000円
共催：サイタ遊の会

⑬国際音楽の日記念コンサート
邦楽・洋楽・和様コラボレーションの演奏
会。子どもたちによる箏の合奏や、女声
合唱組曲「おおさか風土記」を楽しむ。
A10/27（日）　14:00～16:00
D先着80人　F800円
共催：生涯学習音楽指導員研究会ネット
ワーク大阪

受講生募集中！受講生募集中！
素敵な学びの出会い、夢は未来へと翔る

阪神奈の大学・研究機関が知力を結集したリレー講座

　大阪府、兵庫県、和歌山県の25の大学・研究機関で構成している「阪
神奈大学・研究機関生涯学習ネット」では、平成10年度から「公開講座
フェスタ」を開催しています。
　16回目を迎える本年は、特別講演の講師に作家の津村記久子さん、
知能ロボット学者の石黒浩さん、人形浄瑠璃文楽人形遣いの桐竹勘十
郎さんをお迎えし、計22講座を開催いたします。皆さんのご参加を
心からお待ちしております。

追手門学院大学／大阪大谷大学／大阪観光
大学／大阪経済法科大学／大阪芸術大学／
大阪国際大学／大阪樟蔭女子大学／大阪大
学・適塾記念会／大阪府立大学／関西大学／
関西大学東西学術研究所（泊園記念会）／神
戸学院大学／四天王寺大学／一般社団法人
心学明誠舎／園田学園女子大学／帝塚山学
院大学／梅花女子大学／阪南大学／放送大
学／桃山学院大学

公開講座フェスタ
2013
公開講座フェスタ
2013

公開講座フェスタ2013
参加大学・機関（20機関／50音順）

 開催期間 平成25年11月4日（月・振替休日）から11月25日（月）まで
 開催場所 大阪府新別館南館８階 大研修室
 募集定員 各講座150名(先着順)
 受 講 料 各講座500円（特別講演のみ22歳以下の方は無料です。）
【事 務 局】 大阪府府民文化部都市魅力創造局文化課
【運営協力】 一般財団法人大阪市教育振興公社（大阪市立生涯学習センター）

http://www.pref.osaka.jp/
　　　　bunka/news/festa.html
―お問合せ先―
府民お問合せセンター「公開講座フェスタ2013」係
TEL 06-6910-8001（平日9:00～18:00）

詳しくは大阪府文化課の
ホームページをご覧ください。
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KEYword大阪を知るための 100 の言 葉と モノの世 界

筆者プロフィール 大阪大学総合学術博物館館長／大学院文学研究科教授。1958年、大阪市生まれ。東京芸術大学大学院修了。大阪市立近代美術館建設
準備室主任学芸員を18年間つとめ現職。専門は日本美術史。展覧会では「没後200年記念 木村蒹葭堂─なにわ 知の巨人─」「北野恒富展」
「没後80年記念　佐伯祐三展」などに携わる。編著に『大大阪イメージ─増殖するマンモス／モダン都市の幻像─』（創元社）など。橋爪 節也 はしづめ せつや
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写真 ： 
大阪クラシック
（2012年の様子。
「調理場のレビュー」という曲に
あわせて、コックさん、メイドさんの
格好で演奏。）
場所 ： 大阪市中央公会堂

撮影 ： 飯島 隆

ひさと

写真 ： 
大阪クラシック
（2012年の様子。
「調理場のレビュー」という曲に
あわせて、コックさん、メイドさんの
格好で演奏。）
場所 ： 大阪市中央公会堂

撮影 ： 飯島 隆

西財界の尽力で関西交響楽団として結成され、昭和
35（1960）年に大阪フィルハーモニー交響楽団となる。
　日本センチュリー交響楽団は、平成2（1990）年に都
道府県唯一の吹奏楽団であった大阪府音楽団を発
展的解消する形で、大阪センチュリー交響楽団として
設立された。豊中市に本拠を置き、平成23（2011）年に
現在の名称となった。
　大阪交響楽団は、昭和55（1980）年、民間の音楽
愛好者によって大阪シンフォニカーとして設立された。
「聴くものも、演奏するものも満足できる音楽を!」をモッ
トーに、高名なトーマス・ザンデルリンクを客演指揮者に
迎えて実力を養った。
  関西フィルハーモニー管弦楽団は、昭和45（1970）
年設立のヴィエール室内合奏団からスタートし、企業
メセナの一環として楽団が運営され、昭和57（1982）
年に現在名となる。ベートーヴェン、ブルックナー、シベリ
ウスの交響曲全曲演奏のほか、関西ゆかりの作曲家
貴志康一、大澤壽人の作品も積極的に取り上げてい
る。貴志康一（1909～1937）は、自作「大管弦楽のた
めの日本組曲」をベルリンフィルを指揮して録音した天
才音楽家で、組曲の第3曲「道頓堀」を聴くと、小林秀
雄とは別の音楽が彼のイメージの道頓堀で鳴ってい
たことがわかる。
　市民のクラシック音楽への愛情を考えるとき、昭和
30（1955）年公開の「ここに泉あり」を思い出す。敗戦
後の衣食住にも困る時代、高崎の市民オーケストラが
困難を乗り越えて群馬交響楽団へと成長する姿を実
話をもとに描き、岸恵子、岡田英次、小林桂樹、大滝秀
治、沢村貞子のほか、日本近代音楽の基礎を築いた
山田耕筰（1886～1965）本人も出演して、観客動員
300万人を超える大ヒットとなった。
　「大阪クラシック」は芸術の香りを身近に感じること
の出来るイベントだが、単なる街おこしではなく、市民
の音楽への純粋な愛と情熱を育む芸術祭としても、
深い気持ちで味わいたいものである。

　昭和はじめ、道頓堀を散策していた文芸評論家の
小林秀雄（1902～1983）の脳裏で、モーツアルトの交響
曲第40番ト短調の終楽章のメロディーが鳴り響いた。
「僕の乱脈な放浪時代の或る冬の夜、大阪の道頓堀
をうろついていた時、突然、このト短調シンフォニイの有
名なテエマが頭の中で鳴ったのである」、評伝『モオツ
アルト』の一節にある。
　道頓堀というと歌謡曲や演歌の街に思われがちだ
が、戦前はジャズであり、劇場ではクラシック音楽のコン
サートも開かれていた。小林の耳にはダンスホールの
ジャズや客引きの声などが聞こえていただろうが、そん
な場所で、天の啓示のようにクラシックが鳴ったのが芸
術の力を示して面白い。
　街を歩いてクラシック音楽。こんなイベントが平成18
年から8年間続いている。今年は9月8日（日）から9月14
日（土）までの1週間、都心のビルやホテル、ホールを会
場に開催される「大阪クラシック～街にあふれる音楽
～」である。プロデューサーは、大阪フィルハーモニー
交響楽団の音楽監督をつとめ、現在は同楽団桂冠指
揮者の大植英次さんである。
　御堂筋や中之島界隈のビルやホテル、カフェなど35
箇所・38会場で、全100もの公演が行われる。会場は、大
阪市役所や中央公会堂、相愛学園、大阪弁護士会
館、京阪なにわ橋駅アートエリアB１、船場センタービル、
グランフロント大阪、証券取引所アトリウム、中之島フェス
ティバルタワー、スイスホテル南海大阪ほか多彩である。
　演奏は、大阪フィルハーモニー交響楽団、大阪交
響楽団、日本センチュリー交響楽団、関西フィルハー
モニー管弦楽団、大阪音楽大学だが、文化芸術に無
関心と言われてきた大阪という都市におけるオーケス
トラの歴史が、芸術を愛する先人たちの努力のたまも
のであることを華やかなイベントのたびに思い返さざ
るをえない。
　大阪フィルハーモニー交響楽団は、昭和22（1947）
年、満洲から引き揚げてきた指揮者・朝比奈隆と関
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